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つ
抗
菌
作
用
、
抗
酸
化
作
用
、
抗
炎
症
作

用
の
三
つ
の
作
用
を
高
め
る
組
成
製
剤
に

よ
っ
て
腸
の
健
康
を
促
進
し
生
産
性
向
上

に
寄
与
し
て
、
本
製
剤
を
低
価
格
で
大
量

か
つ
安
定
し
た
製
造
供
給
体
制
に
よ
り
、

家
禽
生
産
者
の
収
益
増
加
、
畜
産
物
の
安

定
供
給
の
一
環
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
三

つ
の
作
用
に
よ
り
抗
菌
性
飼
料
添
加
物
の

代
替
お
よ
び
腸
管
感
染
症
の
軽
減
効
果
に

よ
る
抗
菌
性
物
質
の
使
用
低
減
も
重
要
な

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
は
じ

め
に
安
全
性
、
効
果
、
安
定
性
、
大
量
生

産
、
価
格
面
の
要
件
を
満
た
す
特
定
さ
れ

た
植
物
由
来
有
効
成
分
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
候
補
成
分
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
抗
菌
作
用
お
よ
び
抗
酸

化
作
用
の
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
組
成
を

絞
り
込
み
、
動
物
飼
養
試
験
に
よ
る
有
効

性
お
よ
び
対
費
用
効
果
を
検
証
し
ま
し
た

（
図
１
）。
こ
れ
ら
評
価
試
験
の
結
果
、
チ

モ
ー
ル
を
主
成
分
と
し
た
組
成
が
最
も
高

い
有
効
性
を
示
し
ま
し
た
。
チ
モ
ー
ル
は
、

タ
イ
ム
（
写
真
）
か
ら
抽
出
さ
れ
る
モ
ノ

テ
ル
ペ
ン
誘
導
体
で
、
飼
料
原
料
以
外
に

ヒ
ト
用
の
歯
磨
き
剤
、
石
鹸
、
外
用
薬
な
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飼料高騰下における
植物由来有効成分の再評価

　
は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
に
な
い
飼
料
高
騰
は
畜
産
業

に
非
常
に
厳
し
い
状
況
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
特
に
家
禽
は
生
産
コ
ス
ト
の
う
ち

飼
料
コ
ス
ト
が
約
６
割
を
占
め
こ
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
い
る
た
め
、
家
禽
業
界

お
よ
び
政
府
機
関
と
も
に
国
民
へ
の
畜
産

物
の
安
定
供
給
の
た
め
に
各
種
対
策
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
機
能
性
飼
料
原
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
イ

ー
ダ
ブ
ル
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
（
以
下
、

Ｅ
Ｗ
Ｎ
）
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ブ
ロ
イ
ラ

ー
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
得
る
た
め
に
飼

料
要
求
率
（
Ｆ
Ｃ
Ｒ
）
の
改
善
を
高
め
る

製
剤
の
開
発
お
よ
び
そ
の
製
剤
価
格
を
抑

え
て
安
定
供
給
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
し

た
。
本
稿
で
は
、
植
物
由
来
有
効
成
分
を

再
評
価
し
て
新
た
に
製
作
し
た
飼
料
に
配

合
す
る
製
剤
を
紹
介
し
ま
す
。

　
再
評
価
に
基
づ
く

　
チ
モ
ー
ル
主
成
分
製
剤
製
剤

　
Ｅ
Ｗ
Ｎ
は
、
植
物
由
来
有
効
成
分
が
持

ど
に
防
腐
剤
、
殺
菌
剤
と
し
て
も
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
チ
モ
ー
ル
を
主
成
分
し
た
植
物
由
来
有

効
成
分
を
飼
料
原
料
に
適
し
た
製
剤
と
す

る
た
め
に
オ
イ
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
処
理
に

て
顆
粒
と
し
て
、
有
効
成
分
の
物
理
的
安

定
性
お
よ
び
腸
内
で
の
リ
リ
ー
ス
機
能
を

保
持
さ
せ
ま
し
た
。

　
熱
安
定
性
の
検
証

　
本
製
剤
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
法
令
・

規
制
に
準
拠
し
た
厳
格
な
製
品
規
格
と
し

て
、
ペ
レ
ッ
ト
飼
料
加
工
お
よ
び
長
期
保

存
下
に
お
い
て
品
質
を
保
持
す
る
よ
う
オ

イ
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
し
た
顆
粒
に
な

り
ま
す
。

　
セ
ル
ビ
ア
の
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
大
学
で
ブ
ロ

イ
ラ
ー
飼
料
の
ペ
レ
ッ
ト
加
工
条
件
に
お

け
る
熱
安
定
性
評
価
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
図
２
に
示
す
通
り
90
℃
１
８
０
秒
の

ペ
レ
ッ
ト
加
工
に
お
い
て
も
、
植
物
由
来

有
効
成
分
が
84
％
保
持
さ
れ
て
お
り
、
本

製
剤
の
熱
安
定
性
が
検
証
さ
れ
ま
し
た
。
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抗
菌
作
用
の
検
証

　
本
製
剤
の
抗
菌
作
用
に
つ
い
て
、
鶏

下
痢
便
か
ら
分
離
し
た
大
腸
菌
（E.coli

）、

壊
死
性
腸
炎
に
て
死
亡
し
た
鶏
よ
り
分
離

し
た
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
パ
ー
フ
リ
ン

ゲ
ン
ス
（C

.perfringens

）
お
よ
び
鶏
用

図１　開発プロセス
Generally Recognized As Safe：GRAS
アメリカ食品医薬品局（FDA）より食品添加物に与えられる安全基準合格認定

写真　タイム（シソ科イブキジャコウソウ属）
タイム抽出物の主成分：チモール
タイムは高い抗菌作用により、古代から食物の防腐剤として使用されており、
高い抗酸化・抗炎症作用も併せ持つ

70℃　  45秒 90%
80℃　  90秒 90%
90℃　180秒 84%

図2　ブロイラー用ペレット飼料加工熱安定性試験
実施機関：セルビアノヴィサド大学
加工条件：70℃ 45秒、80℃ 90秒、90℃ 180秒
定量方法：ガスクロマトグラフィー

ペレット加工前の定量値を100％として算出

50%

60%

70%

80%

90%

100%

70℃ 45秒 80℃ 90秒 90℃ 180秒

90% 90%
84%

図２　ブロイラー用ペレット飼料加工熱安定性試験
実施機関：セルビア ノヴィサド大学
加工条件：70℃ 45秒、80℃ 90秒、90℃ 180秒
定量方法：ガスクロマトグラフィー
ペレット加工前の定量値を100％として算出

飼
料
添
加
物
ラ
ク
ト
バ
チ
ル
ス 

ア
シ
ド

フ
ィ
ル
ス
AL

－

２
（L. acidophilus

）
の

３
菌
種
を
用
い
てIn 

vitro

試
験
に
て

検
証
し
ま
し
た
。

　E.coli

に
対
す
る
抗
菌
試
験
方
法
は
、

滅
菌
し
た
ペ
プ
ト
ン
水
40

 

mL
に
本
製
剤

を
０
・
08
ｇ
（
０
・
２
％
）、
０
・
04
ｇ

（
０
・
１
％
）、
０
・
０
８
ｇ
（
０
・
05
％
）

を
添
加
し
て
、E.coli

を
２
×
106

個
（
２

０
０
万
個
）
加
え
て
37
℃
で
６
時
間
培
養

し
ま
し
た
。
培
養
後
Ｄ
Ｈ
Ｌ
寒
天
培
地
を

用
い
て
培
養
液
中
の
生
菌
数
を
測
定
し
ま

し
た
。
本
製
剤
を
添
加
し
て
い
な
い
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
は
、E.coli

を
加
え
た
と
き

の
培
養
液
１

 

mL
当
た
り
の
生
菌
数
５
×

104

個
／
mL
が
６
時
間
後
に
は
１
・
０
×
109

個
／
mL
ま
で
増
殖
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
本
製
剤
０
・
２
％
濃
度
の
培
養
液

で
は
、
10
個
／
mL
以
下
の
検
出
限
界
以
下

と
殺
菌
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

０
・
１
％
お
よ
び
０
・
05
％
濃
度
の
培
養

液
で
は
濃
度
依
存
的
に
増
殖
遅
延
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　C
.perfringens

に
対
す
る
抗
菌
試
験
方

法
は
、
滅
菌
し
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
ブ
イ
ヨ
ン
培
地

を
用
い
て
同
様
に
実
施
し
ま
し
た
。
培

地
に
本
製
剤
を
０
・
２
％
、
０
・
１
％
、
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０
・
05
％
濃
度

量
を
添
加
し
て
、

C
.perfringens

を

２
×
105

個
加
え
て
、

Ｃ
Ｏ
２

ガ
ス
で
置

換
し
て
嫌
気
条
件

下
で
37
℃
・
６
時

間
培
養
し
ま
し
た
。

培
養
後
Ｃ
Ｗ
基
礎

寒
天
培
地
を
用
い

て
培
養
液
中
の
生

菌
数
を
測
定
し
た

結
果
は
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
８
・
１

×
108

個
／
mL
に
対

し
て
、
本
製
剤
０

・
２
％
濃
度
培
養

液
で
は
10
個
／
mL

以
下
、
０
・
05
％

濃
度
培
養
液
で
は

１
・
３
×
106

個
／

mL
と
、
濃
度
依
存

的
に
殺
菌
効
果
か

ら
増
殖
抑
制
効
果

が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　L. acidophilus

表1　チモール製剤の抗菌試験　培養後の液体培地中の生菌数（CFU/mL)

チモール製剤　濃度 E.coli C.perfringens L. acidophilus

0% 1.0 x 109 8.1 x 108 3.9 x 108

0.05% 7.1 x 108 1.3 x 106 3.2 x 108

0.10% 3.7 x 108 3.6 x 104 1.5 x 108

0.20% < 1.0 x 102 < 1.0 x 102 1.4 x 108

表１　チモール製剤の抗菌試験　培養後の液体培地中の生菌数（CFU/mL)

に
対
す
る
抗
菌
試
験
方
法
は
、
滅
菌
し
た

Ｇ
Ａ
Ｍ
ブ
イ
ヨ
ン
培
地
を
用
い
て
同
様
に

実
施
し
ま
し
た
。
培
地
に
本
製
剤
を
０
・

２
％
、
０
・
１
％
、
０
・
05
％
を
添
加
し
て
、

L. acidophilus

を
２
×
105

個
加
え
て
、
Ｃ

Ｏ
２

ガ
ス
で
置
換
し
て
嫌
気
条
件
下
で
37

℃
・
16
時
間
培
養
し
ま
し
た
。
培
養
後
Ｍ

Ｒ
Ｓ
寒
天
培
地
を
用
い
て
培
養
液
中
の
生

菌
数
を
測
定
し
ま
し
た
。
本
製
剤
０
・
２

％
濃
度
に
お
い
て
もL. acidophilus

は

１
・
４
×
108

個
／
mL
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

同
等
の
増
殖
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

表

１

に

示

す

通

り
、E.coli

と

C
.perfringens

に
対
し
て
高
い
抗
菌
作
用

を
示
し
ま
し
た
が
、L. acidophilus

は
本

製
剤
に
対
し
て
の
感
受
性
が
低
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
結
果
よ
り
、
本
製

剤
を
家
禽
・
家
畜
な
ど
に
給
与
す
る
こ
と

で
、
健
康
な
腸
内
菌
叢
を
安
定
に
保
つ
効

果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。

　
抗
炎
症
作
用
の
検
証証

　
　

　
生
体
は
病
原
体
な
ど
の
侵
入
に
対
し
て

免
疫
防
御
シ
ス
テ
ム
が
働
き
、
各
種
免
疫

ベンターD
株式会社イーダブルニュートリション・ジャパン

〒501-1101 岐阜市佐野839-7
Tel: 058-235-7303
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細
胞
が
連
携
し
て
異
物
を
排
除
し
生
体
を

守
り
ま
す
。
こ
の
免
疫
細
胞
か
ら
産
生
さ

れ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
い
う
物
質
は
、
細

胞
間
で
の
情
報
を
伝
達
し
、
細
胞
を
活
性

化
ま
た
は
抑
制
す
る
働
き
が
あ
り
、
炎
症

性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
炎
症
促
進
性
）
や
抗

炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど
と
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。
IL

－

１
や
IL

－

６
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ

LPS LPS + チーモル製剤
炎症性サイトカイン　IL-6 406 137
抗炎症性サイトカイン　IL-10 314 417

図3　LPS感さによるマウス由来株化細胞のサイトカイン産生濃度比較
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図３　LPS感作によるマウス由来株化細胞のサイトカイン産生濃度比較

－

α
な
ど
の
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
は
、

生
体
の
炎
症
（
異
物
排
除
）
を
促
し
免
疫

反
応
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
一
方
、
IL

－

10
や
、
Ｔ
Ｇ
Ｆ

－

β
な
ど
の
抗
炎
症
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
は
、
こ
う
し
た
免
疫
反
応
が

過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
炎
症
を
抑
制
す
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
炎
症
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
と
抗
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
分

泌
が
過
剰
に
な
る
と
自
ら

の
生
体
に
傷
害
を
与
え
ま

す
。

　
本
製
剤
の
抗
炎
症
作
用

に
つ
い
て
、
エ
ン
ド
ト
キ

シ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
強
い

炎
症
を
誘
導
す
る
グ
ラ
ム

陰
性
菌
の
細
胞
壁
外
膜
の

構
成
成
分
で
あ
る
リ
ポ
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
（
Ｌ
Ｐ

Ｓ
）
を
用
い
て
、
マ
ウ
ス

由
来
株
化
細
胞
を
感
さ
さ

せ
て
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ

ン
IL

－

６
お
よ
び
抗
炎
症

性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
IL

－

10

の
産
生
量
を
比
較
す
る

In 
vitro

試
験
に
て
検

証
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｓ
０
・
５
µg
／
mL
の

感
作
に
よ
り
、
IL

－

６
は
４
０
６
pg
／
mL
、

IL

－

10
は
３
１
４
pg
／
mL
を
産
生
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
Ｓ
０
・
５
µg

／
mL
の
感
作
と
同
時
に
本
製
剤
２
０
０
ppm

濃
度
を
添
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
IL

－

６

の
産
生
は
１
３
７
pg
／
mL
と
低
下
し
、
逆

に
IL

－

10
は
４
１
７
pg
／
mL
と
産
生
量
が

増
加
し
ま
し
た
（
図
３
）。

　
本
製
剤
は
、
強
い
炎
症
誘
導
下
に
お
い

て
抗
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
を
促

進
し
て
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
過
剰
な
炎
症
誘
導
を

抑
え
る
抗
炎
症
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に

イ
ラ
ー
に

お
け
る
飼
養
有
効
性
の
検
証

の
検
証

　
㈱
京
都
動
物
検
査
セ
ン
タ
ー 

三
和
農

場
（
飼
料
添
加
物
Ｇ
Ｌ
Ｐ
適
合
施
設
）
に

て
、
フ
ロ
ア
ペ
ン
に
よ
る
飼
養
試
験
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
試
験
で
は

一
般
生
産
農
場
で
飼
育
さ
れ
る
鶏
の
腸
内

菌
叢
に
近
づ
け
る
目
的
で
、
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
ブ
ロ
イ
ラ
ー
出
荷
後
の
堆
積
ふ
ん
を
プ

ロ
ア
ペ
ン
の
床
敷
に
散
布
後
に
初
生
雛
を
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導
入
し
て
、
図
４
の
給
与
プ
ロ
グ
ラ
ム
お

よ
び
試
験
デ
ザ
イ
ン
で
本
製
剤
を
評
価
し

ま
し
た
。

　
０
～
21
日
齢
期
間
は
、
抗
菌
性
飼
料
添

加
物
（
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
と

エ
ン
ラ
マ
イ
シ
ン
）
を
添
加
し
た
飼
料
で

飼
育
し
た
後
、
21
～
42
日
齢
期
間
は
抗
菌

性
飼
料
添
加
物
の
無
添
加
飼
料
と
し
ま
し

た
。
21
日
齢
時
よ
り
、
試
験
群
に
は
本
製

剤
１
０
０
ppm
配
合
飼
料
を
給
与
し
て
、
対

照
群
は
本
製
剤
配
合
な
し
飼
料
を
給
与
し

ま
し
た
。
な
お
、
抗
菌
性
飼
料
添
加
物
を

添
加
し
た
飼
料
お
よ
び
本
製
剤
配
合
飼
料

の
作
製
は
、（
一
社
）
日
本
科
学
飼
料
協
会 

科
学
飼
料
研
究
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
ま
し

た
。
供
試
鶏
は
、
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
３
０
８
の
雌

雄
を
鑑
別
し
た
初
生
（
０
日
齢

：

餌
付
け

開
始
日
）
を
１
ペ
ン
当
た
り
雌
10
羽
、
雄

10
羽
の
計
20
羽
と
し
て
、
平
均
体
重
が
均

一
に
な
る
よ
う
に
１
群
１
２
０
羽
を
６
反

復
に
割
り
付
け
し
て
42
日
齢
ま
で
飼
育
観

察
し
ま
し
た
。
各
ペ
ン
は
飼
育
面
積
を
概

ね
50
羽
／
坪
に
調
整
し
、
家
畜
用
ヒ
ー
タ

ー
に
よ
る
加
温
を
行
い
、
飼
料
お
よ
び
飲

水
は
自
由
摂
取
と
し
ま
し
た
。
鶏
病
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
一
般
的
な
ワ
ク
チ
ネ

ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
初
生

時
（
孵
化
場
）
に
Ｍ
Ｄ
お
よ
び
Ｐ
Ｏ
Ｘ
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
、
７
日
齢
時
に
Ｎ
Ｂ
生

ワ
ク
チ
ン
、
14
お
よ
び
21
日
齢
時
に
Ｉ
Ｂ

Ｄ
生
ワ
ク
チ
ン
を
飲
水
で
そ
れ
ぞ
れ
投
与

し
ま
し
た
。
体
重
測
定
は
ペ
ン
ご
と
の
総

体
重
を
測
定
し
、
飼
料
摂
取
量
も
ペ
ン
ご

と
に
測
定
し
ま
し
た
。
新
鮮
盲
腸
便
中
の

大
腸
菌
数
測
定
は
、
各
ペ
ン
よ
り
３
つ
の

新
鮮
盲
腸
便
を
採
取
し
て
プ
ー
ル
し
た
も

の
を
１
検
体
と
し
、
１
群
あ
た
り
６
検
体

測
定
し
て
平
均
値
を
求
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
餌
付
け
か
ら
21
日
齢
時
ま
で

各
ペ
ン
と
も
体
重
、
飼
料
摂
取
量
な
ど
同

等
に
生
育
し
た
こ
と
を
確
認
し
（
表
２
）、

本
製
剤
の
給
与
期
間
に
お
け
る
比
較
を
表

３
に
示
し
ま
し
た
。
42
日
齢
時
平
均
体
重

は
、
試
験
群
２
６
０
７
・
９
ｇ
／
羽
、
対

照
群
２
５
５
３
・
６
ｇ
／
羽
で
、
21
～
42

日
齢
期
間
の
増
体
重
と
し
て
試
験
群
が
１

７
４
５
・
３
ｇ
／
羽
、
対
照
群
が
１
６
８

９
・
２
ｇ
／
羽
と
本
製
剤
の
給
与
に
よ
る

56
ｇ
／
羽
の
増
体
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
同
期
間
の
１
羽
当
た
り
の
飼

料
摂
取
量
で
は
、
試
験
群
が
対
照
群
と

比
較
し
て
16
・
７
ｇ
少
な
く
済
み
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｒ
は
試
験
群
１
・
66

±
０
・
05
に
対
し
て
対
照
群
１
・
70
±
０

図４　コマーシャルブロイラーにおける飼養試験デザイン
●飼育環境：フロアペン方式 飼育面積 50羽／坪　●飼育期間：０～42日齢　●供試鶏：チャンキー（Ross308）
●１ペン当たり羽数：20羽／ペン（雄10羽＋雌10羽)　●群当たり反復数：６ペン／群

・
03
と
な
り
、
本
製
剤
の
給
与
に
よ
り
Ｆ

Ｃ
Ｒ
０
・
04
の
改
善
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
図
５
）。
統
計
学
的
に
は
、
各
群
６
ペ
ン

の
Ｆ
Ｃ
Ｒ
に
お
け
る
有
意
差
（P

＜
0.05

）

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
のP

＝0.07

と

な
り
ま
し
た
。

　
本
試
験
の
給
与
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
21
日

齢
時
に
グ
ロ
ワ
ー
飼
料
か
ら
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ャ
ー
１
飼
料
へ
の
切
り
替
え
と
と
も

に
、
抗
菌
性
飼
料
添
加
物
の
添
加
か
ら
無

添
加
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
飼
料
の
切
り

替
え
に
よ
る
腸
内
菌
叢
の
著
し
い
変
動
が

本
試
験
で
も
再
検
証
さ
れ
ま
し
た
。
対
照

群
の
21
日
齢
時
盲
腸
便
１
ｇ
当
た
り
の
大

腸
菌
が10

7.12

個
で
あ
っ
た
の
が
、
35
日

齢
時
で
は10

7.76

個
と
有
意
な
増
加
（P

＝0.018

）
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
試
験

群
で
は
21
日
齢
時10

7.41

個
、
35
日
齢
時

10
7.55

個
と
腸
内
菌
叢
の
変
動
を
抑
制
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た（
図
６
）。

　
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、
腸
内
菌
叢
の
著

し
い
変
動
は
栄
養
の
吸
収
低
下
を
招
き
鶏

の
成
長
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
製

剤
を
給
与
す
る
こ
と
で
腸
内
菌
叢
の
急
激

な
変
動
を
抑
制
し
、
マ
イ
ル
ド
な
菌
叢
移

行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
健
康
な
腸
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図５　21～42日齢期間のFCR

表２　０～21日齢期間の成績表2　0～21日齢期間の成績
群間差

（⊿ 試験群  － 対照群）
　  21日齢時体重 / 1羽 / g 862.6 864.4 ▲ 1.8 g
　  増体重 / 1羽 / g 817.3 818.9 ▲ 1.5 g
　  飼料摂取量 / 1羽 / g 1,187.6 1,178.6     9.0 g
　  FCR / Pen 1.45 1.44 0.01

表3　21～42日齢期間の成績
群間差

（⊿ 試験群  － 対照群）
　  42日齢時体重 / 1羽 / g 2,607.9 2,553.6 　　　　　54.3 g
　  増体重 / 1羽 / g 1,745.3 1,689.2 　　　　　56.0 g
　  飼料摂取量 / 1羽 / g 2,828.2 2,844.9 　　　  ▲ 16.7 g
　  FCR / Pen 1.66 1.70             ▲ 0.04

対照群試験群

試験群 対照群
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群間差

（⊿ 試験群  － 対照群）
　  42日齢時体重 / 1羽 / g 2,607.9 2,553.6 　　　　　54.3 g
　  増体重 / 1羽 / g 1,745.3 1,689.2 　　　　　56.0 g
　  飼料摂取量 / 1羽 / g 2,828.2 2,844.9 　　　  ▲ 16.7 g
　  FCR / Pen 1.66 1.70             ▲ 0.04

対照群試験群

試験群 対照群

Pen No. Test Control
1 1.61 1.68
2 1.65 1.69
3 1.64 1.76
4 1.76 1.72
5 1.64 1.67
6 1.69 1.71

試験群 対照群
Ave. 1.66 1.70
STD 0.05 0.03

0.076573
図5　21～42日齢期間のFCR
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図６　21～42日齢時盲腸便中の大腸菌数推移

機
能
を
維
持
し
て
鶏
が
持
つ
本
来
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
発
揮
に
寄
与
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
お
わ
り
にに

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る

穀
物
不
作
や
農
業
地
域
で
の

天
災
な
ど
が
世
界
各
国
で
頻

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政

治
的
国
際
情
勢
に
よ
る
物

流
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
加

わ
り
、
食
料
・
飼
料
と
も
に
供
給
や
価
格

が
非
常
に
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
利
用
し
て
畜
産
物

を
安
定
提
供
し
て
い
く
上
で
、
家
禽
・
家

畜
の
健
康
を
さ
ら
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
飼
養

方
法
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
お
よ
び
飼
料
消
費

量
の
軽
減
は
今
後
も
重

視
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
加
え
て
、
飼
料
使

用
量
の
削
減
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
に
も
繋

が
り
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
も
、
植
物
由

来
有
効
成
分
な
ど
機
能
性
素
材
を
活
用
し

た
飼
料
要
求
率
の
改
善
に
つ
い
て
も
継
続

し
た
取
り
組
み
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。


